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私は大切な人（lコリント3：6-9）
オリンピックで金メダルを取った人にインタビューをすると、ほとんどの人がこのように言います。「自分一人の力ではなくて、支えてくれたスタッフみんな、また、ファンの皆さん、それから、育ててくれた両親などがいるから今の私がいます」というような決まったセリフのような答えがあります。クリスチャンの私たちは、信者である自分がどんな存在なのか、信者がどのようにして誕生したのか、その経緯、歴史が分かったときに「ああ信者とは自分が考えているより、何十倍以上、すごい存在なのだな」ということに気づくようになります。そうでなければ、今日もお話ししました聖書にあるコリントの教会の信徒のようになってしまいます。「私はパウロ派だ」「私はアポロ派だ」と、自分自身が人間の誰かに属して左右されるような存在ではなくて、むしろ彼らが自分のためにいま許されている、それほど自分が大切な大事な存在だということが分かっていないと、コリントの教会の信徒のようになってしまうのです。ですから、いろいろな事情や課題などがあるでしょうけれども、信者であれば信者として自分がどれほど大切な存在なのか、どれほど貴重な存在なのかに、ぜひ気づいていただきたいと願います。
まず、信者が誕生するまでの歴史を理解しなければいけません。その経緯です。それは私たちの理性と知識をはるかに超えたエリヤです。信者である場合に神の恵みによって信じられるだけのことであって、説明するのは難しい部分です。信者が誕生するまでの歴史はどうなのかと言いますと、まず、エペソ1：4を見ると、世界の基が置かれる前からとあります。信者である皆さんを造ることを計画をもって予定して定めていらっしゃったと、そう記されています。信者の誕生の歴史は、そこから始まるのです。皆さんを信者にするために、世界の基が置かれる前から神様が計画をもっていらっしゃったのです。それほど皆さんは大切な存在です。たまたま皆さんが信者になったわけではありません。その後、残念ながら、創世記３章においてアダムとエバが神様に罪を犯して、しかも取り返しのつかない罪を犯して、のろいの運命に陥ってしまうことになりました。そこで神様は創世記3：15の契約、約束をもって、皆さん信者を造ることにされました。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、取り返しのつかない罪に捕らわれている私たちをそこから救い出して信者にしようとキリストを約束されました。それが、皆さんが信者として誕生するまでの歴史の始まりです。アダムとエバが罪を犯したときに、皆さんが生まれてもいないのに、そこに一緒に引っかかっていたということを認めないといけません。だから、神様は皆さんを祝福の信者にするために、キリストを約束されました。しかし、世の中の人々は、その約束を無視して、約束をまったく相手にせずに自分勝手な道を歩み裏切るわけです。キリストを裏切って、このように主張するようになります。人間は自分が中心で持っている力で努力すればどうにかなると思っています。つまり、裏返しますと、キリストなんかいらないということです。神様が信者にするためにキリストを約束したのに、それをごみのように捨ててしまいました。だから、神秘を造り出したのです。努力によってどうにかなると。それから、また経済的に裕福になって豊かになれば、そこに幸せというものがあるだろう。キリストなんかいらないと裏切るようになりました。また、どんどん発展を遂げて、成功を収めることさえあれば人生が変わる。だから、結局、私たちが神ではないのか。神なんかいらない。キリストなんかいらないというところまで行きました。それが世の中の裏切りというものなのです。キリストを裏切ると、最終的にはバベル塔が誕生します。神様に真っ向から敵対するバベル塔を生み出すようになるのです。そのままであれば信者が誕生することは無理です。しかし、神様は、そこでバベル塔をすべて崩し、神様自ら皆さんを信者にするために、イスラエルという特別な民族を造ることにしました。そこで最初にアブラハムという人を召されたわけです。何のためでしょうか。皆さんを約束通りに、世界の基が置かれる前から計画していたとおりに信者にするために、イスラエルという民族を造ることにしました。そこにキリストの約束を託したわけです。
しかし、ご存知のように、イスラエルの歴史を見てください。そのような目的をもって召されたイスラエルが、出エジプトの神のわざによって助かるようにならないといけないところまで行きました。つまり、400年間、エジプトの奴隷になりました。その理由が何かと言うと、エジプトの偶像崇拝にはまっていくようになったことです。イスラエルを召されて、皆さんを信者にするためにキリストの約束、信者になるための唯一の道であるキリストを託していたのに、それをごみのように捨ててエジプトの偶像に走ったわけです。そこで神様が、彼らをあわれみ、また、救い出して、カナンの征服の祝福を与えられたのにもかかわらず、彼らはまた偶像崇拝に走り、その結果、士師記の時代を迎えるようになります。士師記の時代はとんでもない失敗、偶像崇拝の繰り返しの時代なのです。
その士師記の時代が終わったあと、彼らは決定的に神様なんかいらない、人間の王様が私たちには必要だと、王を求めることによって、イスラエルの王の時代が始まります。それが列王記Ⅰ、Ⅱ、歴代記Ⅰ、Ⅱでイスラエルの歴史です。その歴史のすべての内容のテーマは、どんな王様が立てられても、さらに偶像崇拝にはまっていった神を怒らせること以外には何もしていない、それがイスラエルの歴史なのです。皆さんを救いの祝福の信者にするためにイスラエルを召されたのに、そのイスラエルがキリストを真っ向から裏切るようになります。
その結果、生まれた怪物というものが、ユダヤ教です。バベル塔の次にユダヤ教徒いうモンスターみたいなものが生まれたわけです。そこを見ると、私たちが計画通りに信者になれるのか、信者にするためにイスラエルがここまでことごとく裏切るのであれば、どうしてキリストが来られて私たちが信者になれるかと嘆くしかない状況でした。けれども、神様はその中でも残されたもの、切り株、レムナントを用いて、皆さんを信者にするためのキリストの約束を全うすることになりました。それでついにマタイ1：21を見ると、その約束のキリスト、皆さんが信者になるための唯一の道、キリストが世に来られました。その方がイエス様なのです。そのイエス様が世に来られて、皆さんを信者にするための救いのみわざ、ご自分をいけにえにしてささげるために十字架にかけられて血を流されて、そのからだが引き裂かれて死を遂げるようになります。そこでキリストであるイエス様が宣言されます。すべてを完了したと。皆さんを信者にするための救いのすべてのわざを完了したと宣言して、死者の中からよみがえられて天に昇られました。何のためにでしょうか。皆さんひとりひとりを信者にするために。クリスチャンにするために。このような歴史があったわけです。たまたま皆さんがどこかの教会に行って、たまたまイエス様を信じますと信者になったわけではありません。オリンピックの金メダルもそのような背景があるのであれば、信者の背景、歴史というものは、世界の基が置かれる前から、そして、不可能のような裏切りばかりの中で神様はレムナントを通して、私たちを信者にするための約束を徹底的に守って来られました。
そのユダヤ教徒いうモンスターが生まれたとき、神様がよみがえられたイエス様を信じる人々を通して、初代教会を誕生させます。バベル塔のときにアブラハムを召されたし、ユダヤ教のモンスターの前で初代教会を通してキリストの福音を回復するようになりました。何のためでしょうか。皆さんを信者にするためです。そこで初代教会はキリストの福音を回復して、迫害の中で250年の時間が流れ、最終的にはローマ帝国がキリスト教を国の宗教として認めるようになるしかないほど、福音が活発に動くようになりました。けれども、そのときからだんだんとその初代教会が福音を裏切るようになり世俗化の道を走るようになります。その世俗化を通して、福音を、キリストを裏切るようになったその結果、カトリック教会というモンスターが生まれるようになります。これが歴史です。そこで皆さんを信者にするための道が途絶えるのではないかと思うかもしれません。しかし、1神様は、皆さんひとりひとりを信者にするための神の願い、神の情熱をあきらめることはありません。そこで神様は、宗教改革を起こすようになります。カトリック教会というモンスターの前で、皆さんを信者にするためのキリスト、福音を回復するために、宗教改革を起こすようになりました。そして、皆さんを信者にするための神の計画は、着々と進むようになりましたけれども、その宗教改革の流れがいつの間にか現代に来て、ヒューマニズムの強い風に流されて、それでまた現代の教会が福音を裏切るところに来ているわけです。福音を裏切ると必ずモンスターが生まれますが、現代ではWCCというモンスターを生み出すことになりました。イエスだけではなくて、すべての宗教に救いはあります。道はありますということを教会が話すほどになっています。もはやモンスターです。WCCの大きな流れの中で、世界中の教会の99％は、すべてがWCCの流れなのです。イエスOnlyなどは原始人の話だというような流れなのです。そこで皆さんを信者にするためのキリストの約束、福音の流れが途絶えてしまうように思われるでしょう。そのときに神様は、小さな国でキリストOnly、イエスOnly、Only伝道と叫ぶタラッパンの群れを起こして、タラッパン運動を始めたわけです。ただの福音運動ではありません。WCCという怪物モンスターが生まれたときに、神様は、皆さんを信者にするための神の計画を全うするため、キリスト、福音、福音宣教を回復するために、愚かな群れではありますが、タラッパンの群れを集めて、タラッパン運動を起こされたわけです。そこでは、他のことは言いません。イエスOnly、伝道Onlyです。そして、回復された福音の流れが日本の地にあって、日本にこのOnlyイエス、Only伝道を語るための教会が立つようになりました。なんのためでしょうか。皆さんを信者にするためです。信者が誕生するという背景は、どういうものなのかということを、正しく理解していただきたいと思います。
そこでその教会と皆さんがマッチングするために、神様は皆さんひとりひとりの人生に手を加えるようになったのです。それぞれこのタラッパンの教会を通して語られる福音の本当のメッセージ、イエスOnlyというメッセージ、福音を聞くしかない状況を神様は皆さんの人生の中で作られました。皆さんを信者にするために。皆さんはそのときに、痛い、辛い、苦しいと叫んでいたかもしれませんが、それは神様の愛なのです。そのすべてが皆さんを信者にするためのものでした。そして、レムナントの場合は、親の世代がそのような経験を通して、福音を聞くしかない状況に追い込まれるようにしました。心の中に福音を聞くから皆がアーメンするわけではありません。信者にするために福音を聞かざるをえない状況に追い込んで、そこで福音を聞く皆さんひとりひとりにその福音に対してアーメンということができる心を与えられていらっしゃったのです。そのようにして信者が誕生しました。どれほど大切な存在なのか、少し感じるでしょうか。これが信者です。今のうわべ、外見、条件、状況、環境などと関係なく、イエス様を救い主キリストとして信じたというのは、世界の基が置かれる前からの歴史の結果です。ひとりの信者が誕生するまで、どれほどの神様の歴史があったのかということをぜひ覚えていただきたいと思います。私たちは、肉に過ぎない人生を歩いてきた習慣があるので、目先のことしか分からないような目しか持っていないでしょうけれども、一度ぐらいは信者、クリスチャンが誕生するまでにはどういう歴史があったのかということをじっくりと吟味する必要があるのではないでしょうか。皆さんひとりひとりは皆さんが考えている以上の何億倍、大事な存在、大切な存在、貴重な存在です。いまの現実にある外見ばかり、うわべばかり見て自己評価していてはいけません。
それから、もう一つ、そのように長い歴史を通して皆さんが誕生するようになりました。その信者を誕生させた目的がなにか分かると、自分のことがどれほど大切なのか理解できるようになります。皆さんが信者として新しく生まれたのは、なにを食べるか、飲むか、世の中の人の目的や理由と同じ理由のためではありません。それをもっと上手にうまくいくようにするために信者として生まれたのではありません。信者は唯一、この世の中において神様の願い、神の望みを全うするために召されたものなのです。だから、皆さんは貴重な存在、大切な存在です。世の中には有名な人、教授や政治家、芸術家、才能ある人がたくさんいます。しかし、その中で神の願いのために世の中に存在し生きるという人は、信者以外にはいません。でも、残念ながら、信者までもがその理由をあきらめて、世の中の人と同じ理由で必死になって頑張っているのです。自分がどれほど大切な存在なのかがわかっていないからです。皆さんは、ただ生きる存在ではなく、明確な神の願いがあって、それを成就させるために信者として新しく生まれたわけです。だから、皆さんはうわべや外見や現実がどうなのか以前に、存在自体が貴重なのです。これを理解していないと、教会も理解できません。自分でこれから何をどうするべきなのか分かりません。ちょっとした問題にぶつかってもすぐにフラフラ倒れてしまいます。パウロは言いました。キリストが私の中で生きているわけなので、死ぬことも私には益なのだと。死ぬことも益になる、そういう存在なのです。エペソ1：18には、皆さんが信者として召されたとき、神様は皆さんひとりひとりに神の願いを、望みを託していらっしゃるというすごいことが言われています。そして、エペソ2：10には、皆さんが信者になったというのは、一緒に勉強をして出世するためではなくて、良い行いのために新しく造り変えられたとあります。その良い行いは何でしょうか。使徒1：8、聖霊が臨まれると、エルサレムから地の果てにまで、暗やみに覆われているのでイエスの証人として暗やみに捕らわれているたましいを助けるべきです。それが善い行いです。皆さんにしかできません。唯一、皆さんだけなのです。神の願いを成し遂げるというのはどういうことなのでしょうか。マルコ16：17、イエスの名によって悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることがない、病人に手を置けば病人がいやされる。そういう理由のために皆さんは信者として新しく生まれたのです。お父さん、お母さんを通して生まれたでしょうけれども、信者として新しく生まれたわけです。人間から出たものではなくて、神から出たものです。過去を振り返って、辛いこと、嫌なこと、悲しいこと、いろいろあったでしょう。そのすべてが皆さんを尊い神の望みのために、聖なる人生を歩いてもらうための、信者にするために許されていたものなのです。何一つ心に傷として抱えて生きる理由がありません。信者であるということだけで、皆さんは、十分、存在価値があります。そして、この神の願いを全うする理由のために、エペソ1：23を見ると、すべてを満たす方によって満たされているキリストをかしらにしている、キリストのからだなる教会だと言われるようになるのです。そのように不思議な存在です。キリストのからだとしての教会。つまり、それは皆さんを通して、キリストのいのちが暗やみの世界に流れ出るようになっているということなのです。皆さんしかいません。信者の他には、これができるものは誰もいません。車は作れるかもしれません。核ミサイルも開発できるかもしれません。競売にかけると何億円になるような絵を描くことができるかもしれません。また、癌を治す薬は開発できるかもしれません。しかし、イエスのいのちが流れ出る教会としての役割はできません。信者の他にはできません。皆さんを教会にするために信者として新しく造り変えられたということを覚えていてください。そして、それが十分、可能になるために、Ⅰコリント3：16、あなたがたのうちに聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。聖霊が内側に宿るようになって、キリストのからだの役割ができるようになり、神の望み、神の願いである福音宣教を全うすることができる存在になっているわけです。だから、皆さんは、尊い存在です。信じられないでしょうけれども、信者のことを世の光、王である祭司という称号が与えられていることを忘れないでください。イエス・キリストとまったく同じ称号が皆さんに与えられているほど、皆さんは人生そのもの、存在そのものが貴重な存在なのです。福音宣教のために生きること、これこそが皆さんの価値であり、皆さんの存在の意義なのです。
そして、いままでの誕生までの歴史を通して、皆さんの存在の理由などを通して皆さんの価値が理解できるようになりました。そして、それを証明するため、目に見えるものがあります。それは何でしょうか。皆さんがそのように大切な貴重な存在だということ、占い師のような証明する目に見えるものは何でしょうか。それが教会です。教会の共同体というものです。もし皆さんが福音宣教という貴重な理由のために生きる貴重な存在でなければ、ほったらかしにすればいいわけです。それなのにわざわざ教会、共同体を作って集め、礼拝をささげたりすること自体、教会がいろいろな形、外見があるでしょうけれども、教会が地上に存在すること自体が、自分はどれほど貴重な存在であれば教会であるのかという証拠です。そして、もう一つ、礼拝が許されています。もし皆さんが、どうでもいい存在であれば、ほったらかしにしていいのです。わざわざ礼拝を設けて、神様からみことばが与えられて恵みを注ごうとしているのは、皆さんが貴重な存在だという裏返しなのです。だから、教会、礼拝などを思うたびに、自分のことを考えなければいけません。そうだ。私はこれほど大切な存在として扱われているのか。その中の人が牧師という存在です。牧師は、肩書として皆さんより上だという意味での存在ではありません。みな一緒です。ただ皆さんが大切な存在なので、皆さんが聖なる福音宣教の人生を歩いてもらうために、神様が皆さんの世話をするために立てたものです。だから、牧師が存在すること自体が自分が大切な存在でなければ牧師の存在などいらないでしょう。でも、神様はわざわざ教会を設けて、牧師や長老さんなどを立てました。なぜなら皆さんひとりひとりが大切な存在だからです。そこら中の人間と違うからです。これが目に見える証拠です。そして、一人ではなく、教会には兄弟姉妹、信徒が許されています。それが、皆さんが大切な存在だという証拠です。ひとりではなくて、お互い祈り合い、助け合い、同じ目的、方向に向かって突き進んで行けるように。だから、周りの信徒を見ながらも、信徒がああだ、こうだと考える以前に、信徒の存在、牧師の存在、礼拝の存在、教会の存在そのものが、皆さんがどれほど大切な存在なのかに対してのサインです。そのように受け止めてください。

そして、皆さんが現場に行って少しでも現場を真実なものに見ようとしたとき、皆さんの存在の価値に目覚めるようになるでしょう。現場には、見て分かるような、現れている問題、隠れている問題、実はそのすべて霊的な問題が根本にありますが、そういう問題を抱えて苦しみ、答えがないままさまよい続けて、ときにはきれいに包装している人間がいるところ、それが現場です。それを見ていて、自分がそこに対して唯一の答えを持っている存在ではないでしょうか。外見や肩書などと関係なく、現場を通して皆さんがどれほど必要な存在で、大切な存在なのか、その裏が取れるようになります。証拠のひとつになります。そういうことを通して、皆さん自分自身が信者としてどれほど大切な存在なのかということを確認して、これからはうわべの条件、状況、環境などにおいて自己評価していたもの、それはきっぱりと全部否定して、切り離してください。それは当てになりません。ただ一つイエス・キリストの中にあって神様が新しく造られた自分、その価値ある自分、そして、その神様から与えられている聖なる生きる理由、価値ある理由だけを考えて、いつもお話しして誰も実行していないと思いますが、信仰の宣言文を玄関ドア、あるいは自分の部屋のドアでもいいので貼ってください。それを見て出かけるときに宣言してください。「キリストだけが私の希望であり、イエス様がそのキリストであり、私はイエスの霊が宿る神の子どもです。この世は、キリストの他に希望はありません。私が存在する理由はこの世にキリストを伝えて、神の国を建てることです。そのために今日も出かけます」。皆さんはそれほど尊い大切な存在なので、その告白をもって、まず祈りから始めていただきたいと思います。皆さん、自分自身の条件、状況、環境と関係なく幸せな者です。本当に大切な存在だということを感謝するところからスタートです。それから、福音宣教のためにぜひ祈ってください。

最後に、信者である自分を大切なものとして見ることができないように邪魔する要素、それがどんな理由であれ、どんな事実であれ、それに対してすべて偽りだときっぱりと宣言して、偽りの裏にはサタンがくっついているので、その宣言とともにイエスの御名によって「サタンよ、去れ」と宣言してください。それは嘘です。皆さんがどんな失敗をしようが、自分を大切な存在として見ましょう。どんないじめにあったでしょうか。親に虐待を受けたでしょうか。人と比べられて無視されたでしょうか。大きな失敗をしでかしたでしょうか。別によろしいことではありませんが、それが信者である自分を大切な存在、大事な存在として認めて喜ぶことができないように足を引っ張るものであれば、全部が偽りです。事実であっても偽りです。偽りは必ずサタンがくっついています。単なる話ではありません。サタンが砕かれるようにしなければいけません。それで皆さんが、大切な存在として備えられている道を見てまっすぐに進むことができるように、足を引っ張られないようにしていただきたいと思います。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ここに集っているひとりひとりが信者として生まれるためにどういう道があったのか吟味して、そして、生きる理由がそこら中の人とは全く違う聖なる理由があるがゆえに、自分はとてもとても大切で大事な貴重な存在だということを忘れることがないように助けてください。昔の傷や様々な現実によって、それを邪魔しようとしているサタンの偽りに対抗して、きっぱりと否定して切り離し、サタンを砕くことができる霊的な戦いに勝利できるようにひとりひとりを守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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